




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ホ ン シ ュ ン
ONGSHUN
「君
きみ
を日
に
本
ほん
国
こく
内
ない
に入
い
れさせることはできませんね。このまま
帰
かえ
ってもらうことになります。」これは、日
に
本
ほん
へ留
りゅう
学
がく
するために
関
かん
西
さい
空
くう
港
こう
に着
つ
いた私
わたし
に、入
にゅう
国
こく
管
かん
理
り
局
きょく
から最
さい
初
しょ
に言
い
われた言
こと
葉
ば
だ
った。どれだけショックだったか。外
がい
国
こく
へ行
い
き、そしてそこで生
せい
活
かつ
するということすべてが、私
わたし
にとって初
はじ
めての事
こと
であった。当
とう
時
じ
は春
はる
で、入
にゅう
国
こく
管
かん
理
り
局
きょく
での申
しん
請
せい
も混
こん
雑
ざつ
しており、そして大
だい
学
がく
で
の手
て
続
つづ
きの都
つ
合
ごう
もあり、私
わたし
は旅
りょ
行
こう
ビザだけで日
に
本
ほん
に入
にゅう
国
こく
したた
め留
りゅう
学
がく
ビザと在
ざい
留
りゅう
カードの発
はっ
行
こう
をその後
ご
1か月
げつ
も余
よ
儀
ぎ
なく待
ま
たさ
れた。在
ざい
留
りゅう
カードを持
も
っていなかったということで、銀
ぎん
行
こう
口
こう
座
ざ
開
かい
設
せつ
、携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
の購
こう
入
にゅう
などもできなかった。その結
けっ
果
か
、家
か
族
ぞく
との
連
れん
絡
らく
もできず、警
けい
察
さつ
に止
と
められることを懸
け
念
ねん
し、パスポートを
身
み
につけて出
で
かけ、所
しょ
持
じ
金
きん
を長
なが
く持
も
たせるために安
やす
くて味
あじ
があ
まり良
よ
くないカップラーメンばかりを食
た
べる毎
まい
日
にち
だった。
それでも、日
に
本
ほん
留
りゅう
学
がく
をあきらめなかった。私
わたし
は、母
ぼ
国
こく
で中
ちゅう
高
こう
一
いっ
貫
かん
校
こう
を卒
そつ
業
ぎょう
し、日
に
本
ほん
語
ご
を50音
おん
順
じゅん
からセンター試
し
験
けん
並
な
みの実
じつ
力
りょく
まで約
やく
2年
ねん
間
かん
まっしぐらに勉
べん
強
きょう
してきた。そのために、家
か
族
ぞく
や親
しん
友
ゆう
との時
じ
間
かん
を全
ぜん
部
ぶ
日
に
本
ほん
語
ご
の上
じょう
達
たつ
に費
つい
やしたが、後
こう
悔
かい
はなか
った。自
じ
分
ぶん
の夢
ゆめ
である日
に
本
ほん
留
りゅう
学
がく
を叶
かな
えたからだ。中
ちゅう
国
ごく
語
ご
では
こう言
い
うことわざがある。「神
かみ
様
さま
は君
きみ
に大
おお
いなる役
やく
を命
めい
じる時
とき
、
大
おお
いなる試
し
練
れん
も下
くだ
す」とある。私
わたし
が日
に
本
ほん
留
りゅう
学
がく
試
し
験
けん
と大
だい
学
がく
の入
にゅう
学
がく
試
し
験
けん
を突
とっ
破
ぱ
した矢
や
先
さき
に、次
つぎ
の大
おお
いなる試
し
練
れん
が下
くだ
された。それは
窮
きゅう
地
ち
に追
お
い込
こ
んで、そこから立
た
ち直
なお
るという試
し
練
れん
だった。
幸
さいわ
いにも、私
わたし
はやさしい先
せん
輩
ぱい
方
がた
、よい友
とも
達
だち
、そして可
か
愛
わい
がって
くれる先
せん
生
せい
方
がた
に恵
めぐ
まれ、皆
みな
様
さま
にお世
せ
話
わ
になったが、さらに色
いろ
々
いろ
な
方
かた
の手
て
も焼
や
かせることとなった。私
わたし
は空
くう
気
き
の読
よ
めないタイプの人
にん
間
げん
で、初
はじ
めての日
に
本
ほん
はカルチャーショックのみならず、コミュニ
ケーションを取
と
ることすら難
むずか
しく思
おも
えた。そんな私
わたし
でさえ受
う
け入
い
れてくれた国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターの皆
みな
様
さま
に心
こころ
よりお礼
れい
の言
こと
葉
ば
を申
もう
し
上
あ
げたい。私
わたし
をまるで家
か
族
ぞく
のように接
せっ
してくれたおかげで、毎
まい
日
にち
欠
か
かさず国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターに通
かよ
っていた。もちろん、その理
り
由
ゆう
の
一
ひと
つとしては電
でん
子
し
レンジと冷
れい
蔵
ぞう
庫
こ
が使
つか
えたからでもある。
二
に
年
ねん
生
せい
の時
とき
は、高
こう
額
がく
な給
きゅう
付
ふ
型
がた
奨
しょう
学
がく
金
きん
に恵
めぐ
まれ、以
い
前
ぜん
よりも余
よ
裕
ゆう
をもって生
せい
活
かつ
ができ、自
じ
立
りつ
した生
せい
活
かつ
が送
おく
れた。それは家
か
族
ぞく
か
らの経
けい
済
ざい
的
てき
な支
し
援
えん
がなくても、生
せい
活
かつ
費
ひ
や授
じゅ
業
ぎょう
料
りょう
、そして様
さま
々
ざま
な
出
しゅっ
費
ぴ
を奨
しょう
学
がく
金
きん
とバイト代
だい
で賄
まかな
う自
じ
立
りつ
した生
せい
活
かつ
だった。もともと
私
わたし
は、父
ちち
と2歳
さい
年
とし
下
した
の妹
いもうと
の3人家
か
族
ぞく
で、日
に
本
ほん
にいる私
わたし
と同
どう
時
じ
期
き
に、
妹
いもうと
も地
じ
元
もと
の大
だい
学
がく
に入
にゅう
学
がく
したため、父
ちち
親
おや
の経
けい
済
ざい
的
てき
負
ふ
担
たん
は一
いっ
気
き
に増
ま
した。奨
しょう
学
がく
金
きん
を得
え
ることで私
わたし
は父
ちち
親
おや
を楽
らく
にさせる良
よ
い機
き
会
かい
と考
かんが
え、また自
じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
一
いち
人
にん
前
まえ
の男
おとこ
になるための試
し
練
れん
とも考
かんが
えた。
その頃
ころ
の私
わたし
は、ますます周
まわ
りの人
ひと
々
びと
の手
て
を煩
わずら
わすようになった。
特
とく
に国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターの職
しょく
員
いん
の方
かた
に生
せい
活
かつ
上
じょう
の問
もん
題
だい
や、気
き
付
づ
いて
おくべきことなど色
いろ
々
いろ
と教
おし
えてもらった。とはいえ、日
に
本
ほん
はとて
も綺
き
麗
れい
で、自
じ
己
こ
の生
せい
存
ぞん
を支
し
配
はい
する神
しん
経
けい
を鈍
にぶ
くするほど安
あん
全
ぜん
な国
くに
で
ある。私
わたし
はすっかりそんな日
に
本
ほん
の社
しゃ
会
かい
に慣
な
れてしまい、3年
ねん
生
せい
の
春
はる
に帰
き
国
こく
した時
とき
には、携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
を満
まん
員
いん
電
でん
車
しゃ
の中
なか
で盗
ぬす
まれた。そん
な時
とき
、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターの先
せん
生
せい
は、無
ぶ
事
じ
に日
に
本
ほん
に戻
もど
ってきた私
わたし
に
付
つ
き添
そ
い、いくつもの携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
会
がい
社
しゃ
を一
いっ
緒
しょ
に回
まわ
ってくれた。
今
いま
、私
わたし
は4年
ねん
生
せい
の後
こう
期
き
に入
はい
り就
しゅう
職
しょく
活
かつ
動
どう
も終
お
わり、卒
そつ
業
ぎょう
研
けん
究
きゅう
を
コツコツと進
すす
めながらアルバイトをし、卒
そつ
業
ぎょう
までのあと半
はん
年
とし
間
かん
だけ学
がく
割
わり
が使
つか
える間
あいだ
に、今
いま
まで行
い
きたくても行
い
けなかったとこ
ろに行
い
こうと思
おも
う。来
らい
年
ねん
の春
はる
卒
そつ
業
ぎょう
したら社
しゃ
会
かい
人
じん
となり、自
じ
身
しん
の未
み
来
らい
が平
へい
穏
おん
かつ、40歳
さい
以
い
降
こう
はニート生
せい
活
かつ
という夢
ゆめ
のために、
精
せい
一
いっ
杯
ぱい
働
はたら
かなければならないから。
今
いま
まで出
で
会
あ
ってきた人
ひと
々
びと
、お世
せ
話
わ
になった人
ひと
々
びと
、手
て
を焼
や
かせ
た人
ひと
々
びと
、皆
みな
さんに心
こころ
の底
そこ
から深
ふか
く感
かん
謝
しゃ
している。皆
みな
さんのお蔭
かげ
で、私
わたし
は今
こん
日
にち
まで生
い
き残
のこ
って成
せい
長
ちょう
してきた。心
こころ
の成
せい
長
ちょう
とともに
身
からだ
体の横
よこ
の長
なが
さも以
い
前
ぜん
よりは成
せい
長
ちょう
した。この4年
ねん
間
かん
のこと、私
わたし
は一
いっ
生
しょう
の宝
たから
物
もの
にします。ありがとう！
4国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター掲
けい
示
じ
板
ばん
（五
ご
福
ふく
キャンパス）
コンサルテーション
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
サークル PARTNERS
４
し
月
がつ
と1
じゅう
0月
がつ
にはWelcome Partyを開
かい
催
さい
する予
よ
定
てい
です。各
かく
催
もよお
しに関
かん
する案
あん
内
ない
は国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター内
ない
に随
ずい
時
じ
掲
けい
示
じ
します。また、センターホームページ
でも紹
しょう
介
かい
されています。みなさん、ふるってご参
さん
加
か
ください。
※PARTNERSとは、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
に通
かよ
う外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
と留
りゅう
学
がく
生
せい
のサポートを目
もく
的
てき
として立
た
ち上
あ
げられた学
がく
生
せい
の課
か
外
がい
活
かつ
動
どう
団
だん
体
たい
で
す。
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のみなさん、
海
かいがい
外への留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指すみなさんを対
たい
象
しょう
に、
相
そうだん
談に応
おう
じています。
担
たん
　　当
とう
：バハウ　サイモン　ピーター教
きょう
員
いん
実
じっ
施
し
日
にち
時
じ
：火
か
曜
よう
日
び
　2限
げん
・木
もく
曜
よう
日
び
　3限
げん
相
そう
談
だん
予
よ
約
やく
・問
とい
合
あ
わせは、下
か
記
き
事
じ
務
む
室
しつ
まで
◆申
もうしこみ
込・問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎ 076-445-6106
　cier@adm.u-toyama.ac.jp
センターの２階
かい
には「留
りゅう
学
がく
情
じょう
報
ほう
資
し
料
りょう
室
しつ
」もあ
ります。
〈日
にち
　時
じ
〉	 2017年
ねん
10月
がつ
18日
にち
（水
すい
）16：15集
しゅう
合
ごう
〈場
ば
　所
しょ
〉	 五
ご
福
ふく
キャンパス共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
Ｄ11教
きょう
室
しつ
	 杉
すぎ
谷
たに
キャンパス看
かん
護
ご
学
がっ
科
か
研
けん
究
きゅう
棟
とう
11教
きょう
室
しつ
〈対
たい
　象
しょう
〉	 平
へい
成
せい
29年
ねん
10月
がつ
入
にゅう
学
がく
新
しん
入
にゅう
外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
（非
ひ
正
せい
規
き
生
せい
含
ふく
む全
ぜん
員
いん
）
	 ※過
か
去
こ
にオリエンテーションに参
さん
加
か
した学
がく
生
せい
を除
のぞ
く
◆連
れん
絡
らく
先
さき
　☎076-445-6972（副
そえ
島
じま
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
平
へい
成
せい
29年
ねん
度
ど
10月
がつ
入
にゅう
学
がく
新
しん
入
にゅう
外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のための
オリエンテーション
〈日
にち
　　時
じ
〉	 2017年
ねん
11月
がつ
18日
にち
（土
ど
）8：45集
しゅう
合
ごう
〈参
さ ん
加
か
費
ひ
〉	無
む
料
りょう
〈見
けん
学
がく
場
ば
所
しょ
〉	五
ご
百
ひゃく
羅
ら
漢
かん
・富
と
山
やま
市
し
民
みん
俗
ぞく
民
みん
芸
げい
村
むら
留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
との「交
こう
流
りゅう
」を目
もく
的
てき
とした見
けん
学
がく
です。
スタディ・エクスカーション
〈日
にち
　時
じ
〉2017年
ねん
10月
がつ
3日
か
（火
か
）11：30〜13：00
〈場
ば
　所
しょ
〉共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
4階
かい
A43番
ばん
教
きょう
室
しつ
　　　　　※日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
の受
じゅ
講
こう
希
き
望
ぼう
者
しゃ
は、このオリ	
　　　　　　エンテーションに参
さん
加
か
してください。
◆連
れん
絡
らく
先
さき
　☎076-445-6271（小
お
木
ぎ
曽
そ
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
2017年
ねん
度
ど
後
こう
期
き
日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
オリエンテーション
連
れん
絡
らく
先
さき
　☎076-445-6106（センター事
じ
務
む
室
しつ
）
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターは、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
の受
うけいれ
入・支
し
援
えん
、学
がくせい
生の海
かい
外
がい
留
りゅう
学
がく
の支
し
援
えん
、海
かい
外
がい
学
がく
術
じゅつ
交
こう
流
りゅう
協
きょう
定
てい
校
こう
との
学
がく
生
せい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する連
れんらく
絡・調
ちょう
整
せい
、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
に対
たい
する日
に
本
ほん
語
ご
・日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
教
きょう
育
いく
、その他
た
の国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する諸
しょ
業
ぎょう
務
む
、留
りゅう
学
がく
生
せい
教
きょう
育
いく
・国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する調
ちょう
査
さ
及
およ
び研
けん
究
きゅう
などをその業
ぎょう
務
む
としています。詳
くわ
しくはホームページをご覧
らん
ください。〈http://www.ier.u-toyama.ac.jp/〉留
りゅう
学
がく
や国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
等
など
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の学
がく
生
せい
のみなさん、
気
き
軽
がる
に足
あし
を運
はこ
んでください。
